


























































































































































































































































































































































































のない課題である。」（ Johannes Messner , Die 
Widersprüche in der menschlichen Existenz, S. 
143.） 






 　最後の 「4　印象深い言葉」 を読んでみて、な
るほど、そうだ、こういう観点から（即ち、 アン
ソロジーという形式 を借りて）メスナーを伝える
方法があった、と想到した。そうした先例として、
ヨセフ・ピーパー編著（フリードリヒ・ビールブ
セ訳）『トマス・アクィナス　言葉の鎖』（エンデ
ルレ書店、昭和35年、昭和51年第四版）を推奨
しておきたい。 
 
 
